
アユから見た物部川の今、これから

物部川漁協組合長

       松浦 秀俊 1



漁業権とは、「流域の漁業者が漁業を営む権利」であって、
決して川や川の生き物を独占的に占有（ひとり占め）する
権利ではない。  
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漁業権を免許されるに
は？
　　・物部川がアユやア
メゴ、ウナギの増殖に適
し川であり
　　・かつ、漁協がそれ
らの魚の増殖に努めな
ければならない。  

つまり、「漁業権を与え
られた物部川漁協は、
アユやアメゴやウナギ
を上手に取りながら、
増やしなさい」というこ
とです。   3
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200４年は澄むまでに３週間を要した。
ダムの無い安芸川、安田川は３、４日
で濁度０となる。 出水後５日目

戸板島から上流を望む

36



 濁水の長期化

川の生産力が壊滅的な打撃
魚病（冷水病）の誘発
ミネラル成分の喪失？
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図4-1-1　過去1６カ年におけるアユの推定生息数
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y = 1.9618x + 38.791
R = 0.913（ｐ＜0.05）
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■水利使用許可による杉田ダムからの放流量（ｔ/ｓ）

かんがい 維持流量

1月1日 ～ 3月20日 7 6 1

3月21日 ～ 4月20日 17 16 1

4月21日 ～ 7月31日 17 16 1

8月1日 ～ 9月30日 12 11 1

10月1日 ～ 10月15日 8 7 1

10月16日 ～ 11月30日 10 7 3

12月1日 ～ 12月31日 9 6 3

か
ん
が
い
期

放流量
内訳

期間
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図9　卅代付近における濁度が2～10度以下となる年間日数 52
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　多くの生きものでにぎわう
　すてきな物部川を子供たちへ58



河川生態系の回復

総体としての
川の自然

安心できる暮らし？

便利な暮らし

河川環境の悪化
河川生物の減少
河川漁業の衰退

バランスのとれた
川の再生

川の文化の再生

川の文化　 川とのかかわりの喪失

アユ・アマゴを媒介とした
川とのかかわりを取り戻す試み

∥
漁協、住民、遊漁者

研究者、利水者、管理者

分断化 再統合化

治水

利水

環境
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物部川２１世紀の森と水の会
ー目標と組織・仕組みー

会員
（団体１６、個人）

物部森林組合
香美森林組合

高知県漁業協同組合
物部川漁業協同組合
南国市農業協同組合
長岡農業協同組合

土佐香美農業協同組合
山田堰井筋土地改良区
物部川土地改良区連合
杉田ダム土地改良区

片地土地改良区
高知県土佐刃物連合協同組合

住友共同電力株式会社
香美市商工会
香南市商工会
南国市商工会

三嶺の森をまもる
みんなの会

《目標》
「森と水」をめぐる自然・環境の

保全と再生

高知工科大学
（渡邊研究室等）

地域と共生

南国市の海
を守る会

ごみのない
物部川をつ
くる連絡会

「
物
部
川
流
域
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
交
流
推
進
協
議
会
」

　
　
香
美
市
・
香
南
市
・
南
国
市

「物部川清流保全
推進協議会」

高知県及び国交省との協働

アクア・リプル・
ネットワーク

流域は一つの
運命共同体、

 みんなの
力・共同の輪

で

森と清流の再
生をめざそ

う！
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流域住民の社会的共通資本である物部川の

アユやアマゴ、ウナギ等といった自然資本を

持続的に維持、管理し、それらを育む河川環

境と合わせて、その恵みを最適な形で次の世

代に残すための組織である。
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原風景とは、人がその場で生まれ育ち、その場で目にして育っていく、その過
程において最初に目にした風景（公共の財産）
⇒本当の意味で成熟成した社会ほど原風景を大事にする
　　　　　　　　　　　　　　内橋　克人「多元的経済社会のビジョン」より

原風景を簡単につぶしてしまうような社会においては、農業も林業も漁業
もつぶして、外から取り入れるという思想（市場原理主義）がはびこる
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生物多様性の喪失とは、多くの生きもの日常性（あたりまえのくらし）
が失われていくこと
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